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令和６年度 第２回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

議事要旨 
 

 

１．日 時 令和 7年 3月 14日（金） 10:00～ 

 

２．場 所 アスト津 4階 アストホール 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の検討状況について 

２）津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査について 

３）津駅周辺基盤整備推進調査等について 

４）次年度以降の検討について 

 

５．委員からの意見 

１）津駅周辺道路空間における歩道空間拡張の検討状況について 

（主な意見） 

・現在、県道上で滞留している一般自動車等の規制のあり方についても、歩道拡張と合わせ

て検討いただきたい。 

・歩道拡張の検討と合わせ、荷捌きスペースの確保についても検討いただきたい。 

・賑わいの創出を考慮すると、南側の歩道拡張が望ましいと考えられると思うが、現在、貸

切バスや高速バスの停車場としても利用している背景があり、現状の運用形態が当面続く

とすると、南側の道路が狭くなってしまうのは困る。 

・歩道拡張・道路の車線減による交通影響については、簡易なシミュレーション等で検証す

べきである。 

⇒引き続き、関係機関のご意見をいただきながら検討していきたい。【事務局】 

 

・カーシェアは想定以上に利用されているという印象である。警察との調整も必要である

が、より利用者が安全に気軽に利用できるようなシステムとなると良いと思う。 

 

 

２）津駅東口広場周辺の道路空間の使われ方調査について 

（主な意見） 

・基本的にバスは駅前に集約し、県道津停車場線での乗降は極力なくすように将来形を検討

すべき。県道での停留についての規制強化も必要である。 

⇒県道に路上停留する車両が減少するようなターミナル再編としていくことも重要である。

なお、適正な使われ方への規制の周知も並行しながら実施していきたい。 

 

 

３）津駅周辺基盤整備推進調査等について 

（主な意見） 

・東口ターミナルの再編にあたっては、可能な限り一般車は駅前空間から排除すべきで、西

口に集約することも検討すべきである。全国的にもバス路線の廃止などが検討される中、

公共交通の利便性向上によって利用を促すような計画でないと、地域の活性化にはつなが

らないと思う。 

・一般車駐車スペースの確保について、アンケート結果での需要にとらわれすぎず、公共交

通の存続など行政として津市の将来を見据えてもう少し慎重に検討すべき。 

⇒公共交通優先という考え方を基本としているものの、地域特性を踏まえると一般車の移動

需要は尊重したいと考えている。【事務局】 
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・津駅は県庁所在地としての魅力がやはり欠けていると思う。今回の再編を通して、駅周辺

の魅力向上・賑わい創出に向けて、官と民が連携し、盛り上げていかなければいけない。 

 

・現在、津駅西口タクシー待機場の利用権利がある会社は限定されているが、実際は需要に

追い付いていない状況である。今後の再編にあたって利用権利を各社に平等に配分するな

ど、まずは西口整備から需要に対して十分に対応できるような運用を積極的に検討してほ

しい。 

 

 

４）次年度以降の検討について 

・今後は ITの進展を踏まえた「デジタル化」や、昨今の再開発とは切っては切り離せない

「グリーンインフラ」といったキーワードも踏まえて検討を進めてはどうか。 

 

 

以 上 
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別紙 


